　総合的な学習の時間　中学校 全体計画例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	学　校　教　育　目　標

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	関　係　法　規　等

	日本国憲法　教育基本法
学校教育法　学習指導要領
県・市町村教育施策


	各学校において定める総合的な学習の時間の目標

	第１の目標の５つの要素をすべて含む必要があり、第１の目標を適切に踏まえて、各学校が育てたいと願う生徒像や育てようとする資質や能力及び態度、学習活動の在り方などを表現したものになること。


	総合的な学習の時間におけるめざす生徒像

	各学校の目標が実現された際に現れる望ましい生徒の成長の姿が
示されること。

	保　護　者　の　願　い

	


	生　徒　の　実　態

	知的側面、情意的側面、身体的側面等に関する生徒の実際の姿やこれまでの経験など



	育てようとする資質や能力及び態度

	どんな子どもを育てたいかを明示し、３つの視点に配慮する。
1 学習方法に関すること（情報を収集し分析する力、分かりやすくまとめ表現する力など）
2 自分自身に関すること（自らの行為について意思決定する力、自らの生活の在り方を考える力など）
3 他者や社会とのかかわりに関すること（他者と協同して課題を解決する力、課題の解決に向けて社会活動に参加する態度など）　　　　　　　　　　　　　　　　　


	地　域　の　実　態

	学校が設置されている地域の自然環境、機関、社会環境など

	地　域　の　願　い

	


	学年の目標
	第　１　学　年
	第　２　学　年
	第　３　学　年

	
	
	
	

	学　 　習　　 活　　 動
	１学期
	

	
	

	
	２学期
	
	
	

	
	３学期
	
	
	


	各　教　科　等　と　の　関　連
	国　語
	
	
	

	
	社　会
	
	
	

	
	数　学
	
	
	

	
	理　科
	
	
	

	
	音　楽
	
	
	

	
	美　術
	
	
	

	
	保健体育
	
	
	

	
	技術・家庭
	
	
	

	
	外国語
	
	
	

	
	道　徳
	
	
	

	
	特別活動
	
	
	

	

	外　部　の　教　育　資　源　の　活　用
	

地域との連携
　　　　
	異　校　種　と　の　連　携　や　交　流

	生徒の学習活動を支援してくれる団体や個人を想定し、学習活動の深まり具合に合わせていつでも連携・協力を求められるような関係づくりをし、ここに示す。
	
	異校種との連携や交流活動を行う必要感や必然性があるよう、交流を行う相手にも教育的な価値のある互恵的な関係であることに配慮し進めるために、連携の具体をここに示す。


７つの要素


・学校で定める目標


・育てようとする資質や能力及び態度


・内容


・学習活動


・指導方法


・指導体制


・学習の評価


については、全体計画と年間指導計画の少なくとも一方において明示する。








保護者や地域にすむ人々の思いや願いを実態調査等により把握し、示す。








どのような生徒を育てたいのかというような目標が実現される生徒の望ましい育ちの姿は各学年段階により相違もあることから、学年段階ごとに設定することも必要である。





内容


目標の実現のためにふさわしいと各学校が判断した学習課題を定める。これは横断的・総合的な学習としての性格をもち、探究的に学習することがふさわしく、そこでの学習や気付きが自己の生き方を考えることに結び付いていくような、教育的に価値のある諸課題のことである。





【横断的・総合的な課題】→社会の変化に伴って切実に意識されるようになってきた現代社会の諸課題


【生徒の興味・関心に基づく課題】→　生徒がそれぞれの発達段階に応じて興味・関心を抱く課題であり、横断的・総合的な学習や探究的な学習として学習の質的高まりが期待できる課題


【地域や学校の特色に応じた課題】→ 地域の歴史、伝統、文化、行事、生活習慣、産業、経済などにかかわる、各地域や各学校に固有な諸課題


【職業や自己の将来に関する課題】→  義務教育の最終段階にある生徒にとって、切実かつ現実的な課題





内容の具体的な要素


【学習対象】→　生徒が探究的にかかわりを深めるひと・もの・ことを示したもの


【学習事項】→  個々の学習対象とのかかわりを通して、生徒にどんなことを学んでほしいかについて、さらに


踏み込んで分析的に示したもの





学習指導要領において各教科等の内容を確認し、関連的な指導が可能な単元については、相乗効果が得られるよう実施時期や指導方法を調整するなどの工夫が望まれる。指導する教職員は、自分の専門だけではなく、各教科等の内容がどのように関連しているのかを理解し、指導することが大切であることからも計画に関連を示す。





例　情報の収集　◎国語科で身に付けた必要に応じて質問しながら聞き取る力を生かして、市役所の担当者から必要な情報を入手する。


　　　　　　　　◎社会科で身に付けた地域調査の視点や方法を生かして、たくさんの情報を必要に応じて収集したり、社会資本の整備や地方公共団体の働きとつなげて調査対象を選定する。





　　整理・分析　◎収集した情報を整理、分析、思考する活動（比較、分類、序列化、類推、関連付け、因果関係から考える、多面的・多角的な視点で考える活動）は国語科、社会科、数学科などの教科での学習と関連付けられる。





　　まとめ・表現◎他者に伝える、自分自身の考えとしてまとめ・表現する活動（レポート、論文、新聞、ポスター、写真、グラフ、図、音楽など）は国語科、音楽科、美術科、技術・家庭科などの教科で身に付けた力が発揮される。








